
超高圧電子顕微鏡多元同時観察システム 

〜姫路で世界一の電子顕微鏡を利用する〜 
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電子顕微鏡、リアルタイムデータ共有、マテリアル DX 

 

マテリアルデジタルトランスフォーメーション（マテリアル DX、MX）の進展により、電

子顕微鏡法には、単に観察データを収集するだけではなく、データを共有・蓄積・利用

し構築されたデータベースをもとにしてデータ駆動型材料開発を行うなど、進化したデ

ジタル技術を応用した変革が求められています。電子顕微鏡法の特徴の一つに「イメージング」があげら

れます。電子顕微鏡観察によって得られるイメージを、一度データベースに蓄積してから取捨選択して利

用するのではなく、デジタル・通信技術を応用し、異なる場所・複数の研究者によるイメージデータのリ

アルタイム同時共有（時間・空間・専門を超えたデータ共有）が実現すれば、マテリアル DXの実現に必

要不可欠なイメージデータを最も効率の良い形で収集することが可能になります。本発表では、世界に 1

台しかない超高圧電子顕微鏡（大阪大学・吹田キャンパス）を用い、超高圧電子顕微鏡・多元同時観察法

を用いて、姫路・吹田を中心に兵庫・大阪・福井の各拠点から遠隔同時観察・リアルタイムデータ共有し

た結果を報告します。 

・兵庫県立大学 姫路工学キャンパス（姫路）を中心に兵庫・大阪・福井の各拠点から、 

超高圧電子顕微鏡の像観察が可能となりました。 

・金属新素材研究センター（姫路）で開発した生体用金属新素材に関するデータの、 

時間、空間、専門を超えたリアルタイム同時評価を達成しました。 

 

超高圧電子顕微鏡・多元同時観察の一例 

 


